
７月 16日に一宮海岸で南九十九里はまぐり祭りが開催され、はまぐり拾いやバーベキューに約 3,000人が参加しました。

はまぐりづくしの１日に

発　 行 千葉県長生郡一宮町
編　 集 一宮町役場まちづくり推進課
電　 話 0475（42）2111（代）
人　 口 12,397 人（＋10人）
男 6,097 人（− 3 人）
女 6,300 人（＋13人）

世帯数 5,126世帯（＋ 6 世帯）
面　 積 22.97 k ㎡
※平成 28年 8月 1日現在

（　）内は前月比
ホームページ
http://www.town.ichinomiya.chiba.jp
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広報 23 Ichinomiya

こ
の
計
画
は
「
す
べ
て
の
町
民
が
健
や
か
で
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
活
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
町
の
現
状
か
ら 

国
、
県
の
施
策
を
踏
ま
え
た
上
で
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
を
明
確
に
し
、
町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

健
康
寿
命
は
日
常
生
活
が
自
立
し
、
制
限
無
く
生
活
で
き
る
期
間
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
平

均
寿
命
を
延
ば
す
だ
け
で
な
く
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
寿
命
を
延

ば
す
事
が
重
要
で
す
。

年齢別人口構成の推移
高齢化が進み、16 歳～ 64 歳人口が減少しています。0 歳～ 15 歳人口は、
微増となっています。子どもを産み育てやすい環境づくりと、高齢者が元気
で生活できる健康づくりが必要になります。

平均自立期間と要介護期間
現在 65 歳の方が、介護保険を利用せずに自立して生活できる期間と、介護
を必要とする期間です。県平均と比べると要介護期間は短くなっています。
平均自立期間を延ばすことが大きな目標となります。

国保医療費の状況
平成 26 年度の医療費総額（入院 + 外来）に占める疾病別割合では、高血圧、
慢性腎不全（透析あり）、糖尿病で全体の 20％を占めます。若いうちからの
生活習慣の改善、病気の早期発見、治療で重症化を防ぎましょう。

一
宮
町
健
康
増
進
計
画
・

食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

総合目標「健康寿命の延伸」「生活習慣　病予防と重症化予防の徹底」
一 宮 町 の 現 状５ つ の 取 組 み 分 野

分野３　がん予防

➢ �年に 1回は、がん検診を受けましょう！
➢ �検診の結果、精密検査が必要になった場合は必ず受診しましょう。
➢ �がん予防のため、バランスの良い食事と、適度な飲酒、禁煙、適切な体重維持を

しましょう。

分野４　歯・口の健康

➢ �食べたら歯をていねいにみがきましょう。
➢ �フッ化物入り歯磨き剤や補助具（歯間ブラシや糸ようじ等）を使用しましょう。
➢ �幼児の保護者は、仕上げみがきをしましょう。
➢ �定期的に歯科健診を受け、むし歯や歯周病予防をしましょう。

分野５　こころの健康（自殺対策計画）

➢ �睡眠による休養を十分にとりましょう。
➢ �こころの健康に関心を持ち、悩んだときは相談しましょう。
➢ �こころの健康を保つことで、自殺の抑止にもつながります。「自殺対策基本法」に

基づき、町でも自殺の抑止に努めていきます。

分野１　糖尿病を中心とした生活習慣病予防 分野２　食育の推進

０
～
６
歳

幼
年
期

➢ �生活リズムの確立期です。早寝、早起きをし、
　 朝食をきちんと食べる習慣を
　 つけましょう。
➢ �身体を使った遊びをしましょう。

➢ �食事のマナーを身につけ、出来ることから
手伝わせましょう。

➢ �保護者は子どものおやつの適量を知り、食
事の前にはお腹が空くようにしましょう。

７
歳
～
18
歳

学
童
期
～
思
春
期

➢ �早寝、早起きをし、朝食をきちんと食べる
ことの大切さを理解しましょう。

➢ �テレビ・ゲームは時間を決め、身体を動か
す機会をつくりましょう。

➢ �自分の身体と食べ物の関係について知り、
食事の量やおやつの内容について理解し、
食品選びが出来るようになりましょう。

➢ �食事作りに参加しましょう。

19
歳
～
39
歳

青
年
期
～
壮
年
期

➢ �学業・仕事・子育てなどで多忙になり、健
康管理がおろそかになりがちです。

➢ �適正体重を知り、自分の身体に合った食事
や運動を実践しましょう。

➢ �適正体重を知り、自分の身体に合った食事
や運動を実践しましょう。

➢ �塩分や脂肪の摂り過ぎに注意。
➢ �飲酒は 20 歳以上、お酒を飲む方は、適量を

守り、休肝日を設けましょう。
➢ �次世代に食事のマ

ナー、食文化を伝え
ましょう。

40
歳
～
64
歳

中
年
期

➢ �男女ともに、体の変化が出始める時期です。
➢ �年に１回は健康診査を受け、自分の体の状

態を知り、食事、運動などの生活習慣を見
直しましょう。

65
歳
～

高
年
期

➢ �骨量、筋力が落ちてくる時期です。
➢ �年に１回は健康診査を受け、自分の体の状

態を知り、生活習慣を見直しましょう。
➢ �筋力低下を予防しましょう。

➢ �適正体重を知り、低栄養にならないように、
自分の身体に合った食事や運動を実践しま
しょう。

➢ �次世代に食事のマナー、食文
化を伝えましょう。

一宮町健康増進計画・食育推進計画を策定しました。 総合目標「健康寿命の延伸」「生活習慣病予防と重症化予防の徹底」 
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分野３ がん予防 
 年に 1 回は、がん検診を受けましょう！ 

 検診の結果、精密検査が必要になった場合は

必ず受診しましょう。 

 がん予防のため、バランスの良い食事と、適度な飲酒、禁

煙、適切な体重維持をしましょう。 

分野４ 歯・口の健康 
 食べたら歯をていねいにみがきましょう。 

 フッ化物入り歯磨き剤や補助具（歯間ブラ

シや糸ようじ等）を使用しましょう。 

 幼児の保護者は、仕上げみがきをしましょう。 

 定期的に歯科健診を受け、むし歯や歯周病予防をしましょ

う。 

分野５ こころの健康（自殺対策計画） 

 睡眠による休養を十分にとりましょう。 

 こころの健康に関心を持ち、悩んだときは

相談しましょう。 

 こころの健康を保つことで、自殺の抑止にもつながりま

す。「自殺対策基本法」に基づき、町でも自殺の抑止に努

めていきます。 

この計画は「すべての町民が健やかでこころ豊かに生活できる活力ある社会」の実現をめざし、町の現状から 

国、県の施策を踏まえた上で、取り組むべき課題を明確にし、町民の総合的な健康づくりを推進するものです。 
健康寿命は日常生活が自立し、制限無く生活できる期間をあらわします。平均寿命を延ばすだけでなく、自立し

た生活を送ることができる健康寿命を延ばす事が重要です。 
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65歳平均自立期間 65歳要介護期間 （年） 

年齢別人口構成の推移 

高齢化が進み、16 歳～64 歳人口が減少しています。0 歳～１５
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国保医療費の状況 

平成２６年度の医療費総額（入院+外来）に占める疾病別割合では、高血圧、

慢性腎不全（透析あり）、糖尿病で全体の２０％を占めます。若いうちから

の生活習慣の改善、病気の早期発見、治療で重症化を防ぎましょう。 
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慢性腎不全（透析あり）、糖尿病で全体の２０％を占めます。若いうちから

の生活習慣の改善、病気の早期発見、治療で重症化を防ぎましょう。 

 

7.5 7.1
6.6 6.6

3.7 3.5
3 2.8 2.8

1.6

0

5

10

高
血
圧
症

慢
性
腎
不
全
（透
析
あ
り
）

糖
尿
病

統
合
失
調
症

脂
質
異
常
症

大
腸
が
ん

関
節
疾
患

脳
梗
塞

不
整
脈

胃
が
ん

（%）

５ 

つ 

の 

取 

組 

み 

分 

野 

 
 

 
 

食
育
の
推
進 

幼年期 

０～６歳 
学童期～思春期 

７歳～１８歳 

青年期～壮年期 

１９歳～３９歳 

中年期 

４０歳～６４歳 

高年期 

６５歳～ 

 
 

糖
尿
病
を
中
心
と
し
た

生
活
習
慣
病
予
防 

分野１ 

分野２ 

5.0 5.0 5.0 4.9 4.8 4.6 
8.1 8.5 8.6 8.8 8.8 9.0 

60.2 59.0 57.9 57.0 56.0 55.2 

26.7 27.4 28.4 29.4 30.4 31.1 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

0～5歳

6～15歳

16～64歳

65歳以上

（％）

各年４月１日現在 

一宮町健康増進計画・食育推進計画を策定しました。 総合目標「健康寿命の延伸」「生活習慣病予防と重症化予防の徹底」 
 

 

 

     

                                

                                                                                      

                                                                             

                                                                             

                                                                              

                                                                          

                                                                                          

 

              

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

      

 

      

       

 

     

      

     

      

      

      

     

      

                 

       

       

       

      

      

      

      

 生活リズムの確立

期です。早寝、早起

きをし、朝食をきち

んと食べる習慣を

つけましょう。 

 身 体 を

使 っ た

遊 び を

し ま し

ょう。 

 早寝、早起きをし、

朝食をきちんと食

べることの大切さ

を理解しましょう。 

 テレビ・ゲームは時

間を決め、身体を動

かす機会をつくり

ましょ

う。 

 学業・仕事・子育て

などで多忙になり、

健康管理がおろそ

かになりがちです。 

 適正体重を知り、自

分の身体に合った

食事や運動を実践

しましょう。 

 男女ともに、体の変

化が出はじめる時

期です。 

 年に１回は健康診

査を受け、自分の体

の状態を知り、食

事、運動などの生活

習慣を見直しまし

ょう。 

 骨量、筋力が落ちて

くる時期です。 

 年に１回は健康診

査を受け、自分の体

の状態を知り、生活

習慣を見直しまし

ょう。 

 筋力低下を予防し

ましょう。 

 食事のマナーを身

につけ、出来ること

から手伝わせまし

ょう。 

 保護者は子どもの

おやつの適量を知

り、食事の前にはお

腹が空くようにし

ましょう。 

 

 自分の身体と食べ

物の関係について

知り、食事の量やお

やつの内容につい

て理解し、食品選び

が出来るようにな

りましょう。 

 食事作りに参加し 

ましょう。 

 適正体重を知り、自分の身体に合った食事

や運動を実践しましょう。 

 塩分や脂肪の摂り過ぎに注意。 

 飲酒は２０歳以上、お酒を飲む方は、適量

を守り、休肝日を設けましょう。 

 次世代に食事

のマナー、食

文化を伝えま

しょう。 

 

 適正体重を知り、

低栄養にならない

ように、自分の身

体に合った食事や

運動を実践しまし

ょう。 

 次世代に食事のマ

ナー、食文化を伝

えまし

ょう。 

       

 

分野３ がん予防 
 年に 1 回は、がん検診を受けましょう！ 

 検診の結果、精密検査が必要になった場合は

必ず受診しましょう。 

 がん予防のため、バランスの良い食事と、適度な飲酒、禁

煙、適切な体重維持をしましょう。 

分野４ 歯・口の健康 
 食べたら歯をていねいにみがきましょう。 

 フッ化物入り歯磨き剤や補助具（歯間ブラ

シや糸ようじ等）を使用しましょう。 

 幼児の保護者は、仕上げみがきをしましょう。 

 定期的に歯科健診を受け、むし歯や歯周病予防をしましょ

う。 

分野５ こころの健康（自殺対策計画） 

 睡眠による休養を十分にとりましょう。 

 こころの健康に関心を持ち、悩んだときは

相談しましょう。 

 こころの健康を保つことで、自殺の抑止にもつながりま

す。「自殺対策基本法」に基づき、町でも自殺の抑止に努

めていきます。 

この計画は「すべての町民が健やかでこころ豊かに生活できる活力ある社会」の実現をめざし、町の現状から 

国、県の施策を踏まえた上で、取り組むべき課題を明確にし、町民の総合的な健康づくりを推進するものです。 
健康寿命は日常生活が自立し、制限無く生活できる期間をあらわします。平均寿命を延ばすだけでなく、自立し

た生活を送ることができる健康寿命を延ばす事が重要です。 
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 フッ化物入り歯磨き剤や補助具（歯間ブラ

シや糸ようじ等）を使用しましょう。 

 幼児の保護者は、仕上げみがきをしましょう。 

 定期的に歯科健診を受け、むし歯や歯周病予防をしましょ

う。 

分野５ こころの健康（自殺対策計画） 

 睡眠による休養を十分にとりましょう。 

 こころの健康に関心を持ち、悩んだときは

相談しましょう。 

 こころの健康を保つことで、自殺の抑止にもつながりま

す。「自殺対策基本法」に基づき、町でも自殺の抑止に努

めていきます。 

この計画は「すべての町民が健やかでこころ豊かに生活できる活力ある社会」の実現をめざし、町の現状から 

国、県の施策を踏まえた上で、取り組むべき課題を明確にし、町民の総合的な健康づくりを推進するものです。 
健康寿命は日常生活が自立し、制限無く生活できる期間をあらわします。平均寿命を延ばすだけでなく、自立し

た生活を送ることができる健康寿命を延ばす事が重要です。 
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一宮町 女

県平均 女

65歳平均自立期間 65歳要介護期間 （年） 

年齢別人口構成の推移 

高齢化が進み、16 歳～64 歳人口が減少しています。0 歳～１５

歳人口は、微増となっています。子どもを産み育てやすい環境づく

りと、高齢者が元気で生活できる健康づくりが必要になります。 

平均自立期間と要介護期間 

現在 65 歳の方が、介護保険を利用せずに自立して生活できる期間と、

介護を必要とする期間です。県平均と比べると要介護期間は短くなっ

ています。平均自立期間を延ばすことが大きな目標となります。 

国保医療費の状況 

平成２６年度の医療費総額（入院+外来）に占める疾病別割合では、高血圧、

慢性腎不全（透析あり）、糖尿病で全体の２０％を占めます。若いうちから

の生活習慣の改善、病気の早期発見、治療で重症化を防ぎましょう。 
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各年４月１日現在 

一宮町健康増進計画・食育推進計画を策定しました。 総合目標「健康寿命の延伸」「生活習慣病予防と重症化予防の徹底」 
 

 

 

     

                                

                                                                                      

                                                                             

                                                                             

                                                                              

                                                                          

                                                                                          

 

              

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

      

 

      

       

 

     

      

     

      

      

      

     

      

                 

       

       

       

      

      

      

      

 生活リズムの確立

期です。早寝、早起

きをし、朝食をきち

んと食べる習慣を

つけましょう。 

 身 体 を

使 っ た

遊 び を

し ま し

ょう。 

 早寝、早起きをし、

朝食をきちんと食

べることの大切さ

を理解しましょう。 

 テレビ・ゲームは時

間を決め、身体を動

かす機会をつくり

ましょ

う。 

 学業・仕事・子育て

などで多忙になり、

健康管理がおろそ

かになりがちです。 

 適正体重を知り、自

分の身体に合った

食事や運動を実践

しましょう。 

 男女ともに、体の変

化が出はじめる時

期です。 

 年に１回は健康診

査を受け、自分の体

の状態を知り、食

事、運動などの生活

習慣を見直しまし

ょう。 

 骨量、筋力が落ちて

くる時期です。 

 年に１回は健康診

査を受け、自分の体

の状態を知り、生活

習慣を見直しまし

ょう。 

 筋力低下を予防し

ましょう。 

 食事のマナーを身

につけ、出来ること

から手伝わせまし

ょう。 

 保護者は子どもの

おやつの適量を知

り、食事の前にはお

腹が空くようにし

ましょう。 

 

 自分の身体と食べ

物の関係について

知り、食事の量やお

やつの内容につい

て理解し、食品選び

が出来るようにな

りましょう。 

 食事作りに参加し 

ましょう。 

 適正体重を知り、自分の身体に合った食事

や運動を実践しましょう。 

 塩分や脂肪の摂り過ぎに注意。 

 飲酒は２０歳以上、お酒を飲む方は、適量

を守り、休肝日を設けましょう。 

 次世代に食事

のマナー、食

文化を伝えま

しょう。 

 

 適正体重を知り、

低栄養にならない

ように、自分の身

体に合った食事や

運動を実践しまし

ょう。 

 次世代に食事のマ

ナー、食文化を伝

えまし

ょう。 

       

 

分野３ がん予防 
 年に 1 回は、がん検診を受けましょう！ 

 検診の結果、精密検査が必要になった場合は

必ず受診しましょう。 

 がん予防のため、バランスの良い食事と、適度な飲酒、禁

煙、適切な体重維持をしましょう。 

分野４ 歯・口の健康 
 食べたら歯をていねいにみがきましょう。 

 フッ化物入り歯磨き剤や補助具（歯間ブラ

シや糸ようじ等）を使用しましょう。 

 幼児の保護者は、仕上げみがきをしましょう。 

 定期的に歯科健診を受け、むし歯や歯周病予防をしましょ

う。 

分野５ こころの健康（自殺対策計画） 

 睡眠による休養を十分にとりましょう。 

 こころの健康に関心を持ち、悩んだときは

相談しましょう。 

 こころの健康を保つことで、自殺の抑止にもつながりま

す。「自殺対策基本法」に基づき、町でも自殺の抑止に努

めていきます。 

この計画は「すべての町民が健やかでこころ豊かに生活できる活力ある社会」の実現をめざし、町の現状から 

国、県の施策を踏まえた上で、取り組むべき課題を明確にし、町民の総合的な健康づくりを推進するものです。 
健康寿命は日常生活が自立し、制限無く生活できる期間をあらわします。平均寿命を延ばすだけでなく、自立し

た生活を送ることができる健康寿命を延ばす事が重要です。 
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年齢別人口構成の推移 

高齢化が進み、16 歳～64 歳人口が減少しています。0 歳～１５

歳人口は、微増となっています。子どもを産み育てやすい環境づく

りと、高齢者が元気で生活できる健康づくりが必要になります。 

平均自立期間と要介護期間 

現在 65 歳の方が、介護保険を利用せずに自立して生活できる期間と、

介護を必要とする期間です。県平均と比べると要介護期間は短くなっ

ています。平均自立期間を延ばすことが大きな目標となります。 

国保医療費の状況 

平成２６年度の医療費総額（入院+外来）に占める疾病別割合では、高血圧、

慢性腎不全（透析あり）、糖尿病で全体の２０％を占めます。若いうちから

の生活習慣の改善、病気の早期発見、治療で重症化を防ぎましょう。 
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広報 45 Ichinomiya

あ
な
た
の「
一
宮
も
の
が
た
り
」

を
募
集
し
ま
す
！

　
「
大
正
・
昭
和
の
一
宮
も
の
が
た
り
」

を
残
す
会
で
は
、
今
年
度
「
一
宮
も
の
が

た
り
」
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
日
々
の
で
き
ご

と
や
風
景
の
文
章
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞

い
た
お
話
な
ど
、
投
稿
し
て
い
た
だ
く
方

の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
、

年
内
刊
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
10
月

31
日
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
宮
町
の
イ
ラ
ス
ト
・
古
い

写
真
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
ま
で

伺
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

�「
大
正
・
昭
和
の
一
宮
も
の
が
た
り
」

を
残
す
会
・
坂
野
雪
枝

　
☎
�
３
３
６
７

　
住
所　
宮
原
５
４
５
－
２

ご長寿おめでとうございます

100 歳を迎えられた麻生なつさん（海岸）のも
とを町長が訪問し記念品を贈呈しました。
いつまでもお元気でお過ごしください。

▲ 麻生なつさん

小暑を過ぎた 7 月 10 日、青々とした稲が広が
る松子で、水生生物観察会とザリガニ釣り大会が
行われ、子ども達の元気な声が響き渡りました。
田んぼの脇を流れる松子川では、カワニナ、タニ
シ、シジミ、ヨシノボリ、ヘビトンボなどを観察
しました。
むせかえるような草いきれのなか、川に足を浸

せばひんやりした水が暑さを忘れさせてくれま
す。ザリガニ釣りは、夏の間、まだ楽しめます。
ぜひ涼を感じに足を運んでみてください。

【問合せ】
　矢澤　☎（42）7388　　大川　☎（47）4959

涼を感じる松子の夏
～一宮ネイチャークラブ～

スポーツを真ん中に

検索NPO一宮町体育協会

合気道部／一宮少年野球クラブ／ウオーターマリンスポーツ

部／空手道部剛柔流／空手道部和道会／グラウンドゴルフ部

／剣道部／ゴルフ部／少年剣道部尚武会／少年サッカー部ウ

イングス FC／柔術部／ソフトボール部／テニス部／バスケッ

トボール部ミントキッズ／バドミントン部／ママさんバレー

ボール部／野球部／エンジョイスポーツクラブ／企画広報部

／事業部／施設管理部／事務局

一宮町体育協会は、
町の体育スポーツ団体を統括・代表します。
町のスポーツの発展を図り、行動します。
町民の健康維持・増進、体力向上に努めます。
健康をテーマとしたまちづくりを推進します。
健康寿命日本一の町の実現を目指します。

NPO法人一宮町体育協会憲章

一宮町体育協会
ニュースフラッシュ

NPO法人

平成28年8月発行 Vol.109

体育協会

子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

～
今
さ
ら
聞
け
な
い
☆
こ
ど
も
園
っ
て
な
ぁ
に
?!
～

子
育
て
講
座
～
愛
着
の
絆
～

　
こ
ど
も
園
っ
て
、
最
近
よ
く
聞
く
け
ど

実
際
は
ど
ん
な
所
？
保
育
所
や
幼
稚
園
と

何
が
違
う
の
？
今
ま
で
知
っ
た
か
ぶ
り
を

し
て
た
け
ど
、
本
当
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
か
も
…
。
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、

１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
流
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽

　
乳
幼
児
期
の
関
わ
り
が
、
子
ど
も
の
脳

や
心
の
発
達
に
重
要
な
役
割
を
促
し
ま

す
。
親
と
子
ど
も
が
愛
着
の
絆
を
形
成

し
て
い
く
過
程
を
、
具
体
例
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す

く
学
び
ま
す
。
子
育
て
当
事
者
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
子
育
て
支
援
関
係
者
に
も
、

お
す
す
め
の
講
座
で
す
。
毎
日
の
子
育
て

の
ヒ
ン
ト
が
、
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
ま

す
♪

◆
と　
き　
９
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
・
和
室

◆
講　
師　
子
山
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長　
柴
田
敬
道
さ
ん

◆
参
加
費　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

※�

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
子
様
連
れ
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
♪

【
問
合
せ
】

　
１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
藤
井

　
☎
０
９
０
（
７
７
２
０
）
６
０
７
０

　
yyssm

-f@
i.softbank.jp

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
♪

◆
と　
き　
９
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
・
和
室

◆
参
加
費　
無
料
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一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
③
」

上か
ず
さ総
廣ひ

ろ
つ
ね常
（
？
～
１
１
８
３
）

「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
」
第
３
回
は
「
上

総
廣
常
」
を
紹
介
し
ま
す
。

上
総
廣
常
は
謎
の
多
い
人
物
で
す
。
た
だ

安
房
（
千
葉
県
南
部
）
で
再
起
を
図
ろ
う
と

し
た
源
頼
朝
が
最
も
頼
り
に
し
た
人
物
で
あ

り
、
そ
し
て
頼
朝
の
挙
兵
を
成
功
に
導
い
た

の
は
廣
常
が
味
方
し
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
総
氏
は
房
総
平
氏
の
棟と

う
り
ょ
う梁
で
あ
り
、
上

総
・
下
総
に
多
く
の
所
領
を
有
し
、
東
国
で

も
最
大
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
廣
常

は
そ
の
上
総
氏
の
当
主
で
し
た
が
、
廣
常
の

前ぜ
ん

半は
ん

生せ
い

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の

活
躍
が
確
認
で
き
る
の
は
頼
朝
の
挙
兵
の
時

で
す
。

治じ
し
ょ
う承
４
年
（
１
１
８
０
年
）、
平
家
打
倒

の
た
め
伊
豆
（
神
奈
川
県
）
で
挙
兵
し
た
頼

朝
は
石
橋
山
の
戦
い
で
敗
れ
、
安
房
に
逃
れ

て
き
ま
す
。
再
起
を
図
っ
た
頼
朝
は
廣
常
や

千ち

ば葉
常つ

ね

胤た
ね

を
頼
り
ま
す
。
当
初
、
廣
常
は
す

ぐ
に
は
参
陣
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
隅
田
川

辺
り
ま
で
頼
朝
が
進
軍
し
た
と
こ
ろ
で
２
万

騎
の
軍
勢
を
率
い
て
参
陣
し
ま
す
。
数
に
誇

張
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
東
国
有
数
の
大
軍

勢
で
し
た
。

頼
朝
に
従
っ
た
廣
常
は
常ひ

た
ち陸
国の

く
に（
茨
城
県
）

の
佐
竹
氏
討
伐
な
ど
で
功
績
を
挙
げ
、
頼
朝

の
御ご

家け

人に
ん

と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
し
か
し
、

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

▲ 高藤山城址山頂の「古蹟の碑」

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
ま
で

全
く
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
短
期
間
の
試
験

運
行
と
は
い
え
、
バ
ス
が
走
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

先
般
、
香
取
郡
東
庄
町
の
岩
田
利
雄
町
長

の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩
田

町
長
は
、
行
政
の
使
命
は
「
今
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
皆
様
の
幸
せ
を
増
大
す
る
こ
と
だ
」

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
大
変
共
感
し
ま

し
た
。
こ
の
バ
ス
の
試
験
運
行
が
、
更
に
便

利
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
確
立
へ
の
一
歩
を

記
す
こ
と
と
な
り
、
皆
様
の
幸
せ
を
増
大
す

る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、嬉
し
い
限
り
で
す
。

上
に
記
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
試
験
運
行

は
足
り
な
い
点
や
改
善
す
べ
き
点
が
多
々
あ

ろ
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
一
人

で
も
多
く
の
方
に
お
乗
り
い
た
だ
き
、
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
を
町
に
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
も
と
に
し
て
、
町
民
の
方
々
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
、
更
に
便
利
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

八
月
か
ら
二
ヶ
月
の
短
期
間
で
す
が
、
無

料
で
町
中
を
走
る
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
こ

れ
は
、「
地
方
創
生
事
業
」
の
一
環
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
国
の
補
助
金
で
運
行

さ
れ
ま
す
。
運
行
の
実
施
に
際
し
て
は
、
町

内
外
の
運
輸
事
業
者
の
方
に
委
託
を
し
ま
し

た
。当

初
観
光
客
を
海
岸
部
に
運
ぶ
こ
と
を
主

要
目
的
と
し
た
プ
ラ
ン
で
し
た
が
、
担
当
課

職
員
と
実
際
に
車
に
乗
っ
て
町
中
を
走
り

回
っ
て
検
討
し
た
結
果
、
町
の
皆
様
の
ご
要

望
の
強
い
、
買
い
物
な
ど
に
便
利
な
コ
ー
ス

を
加
味
し
た
形
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
停
留
所
も
各
集

落
・
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
に
一
つ
ず
つ
を
目
指

し
て
、
多
め
に
設
定
し
ま
し
た
。
更
に
そ
の

後
、担
当
課
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、新
地・

海
岸
な
ど
の
地
区
も
、
ル
ー
ト
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
バ
ス
運
行
で
は
、
綱
田

を
は
じ
め
と
し
て
、
バ
ス
が
巡
回
で
き
な
い

地
区
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
運
行

計
画
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
早
い
時
期
か
ら

町
民
や
議
会
の
皆
様
と
協
議
を
行
う
べ
き
で No.2

一宮町長
馬淵 昌也

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１　
☎
�
１
４
１
５
（
児
童
扶
養
手
当
）

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す

手当の種類 平成28年度4月からの
金額

児童扶養手当
（全部支給） 42,330 円
児童扶養手当
（一部支給） 42,320 円～ 9,990 円

児童数による加算 平成28年度8月から

児童数が2人の場合
（全部支給）10,000 円
（一部支給） 9,990 円

～ 5,000 円

児童数が 3人以上の
場合（1人につき）

（全部支給） 6,000 円
（一部支給） 5,990 円

～ 3,000 円

手当の種類 平成28年度4月
からの金額

特別児童扶養手当
（1級） 51,500 円

特別児童扶養手当
（2級） 34,300 円

特別障害者手当 26,830 円

障害児福祉手当 14,600 円

児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
親
と
一
緒
に
生
活

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る

手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
４
月
～
７
月
分
）
12
月
（
８
月

～
11
月
分
）
４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
障
害
の
あ
る

児
童
（
20
歳
未
満
）
の
福
祉
の
増
進
を
図

り
、
そ
の
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
児
童
の
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
４
月
～
７
月
分
）
12
月
（
８
月

～
11
月
分
）
４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

特
別
障
害
者
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の

在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
５
月
～
７
月
分
）
11
月
（
８
月

～
10
月
分
）
２
月
（
11
月
～
１
月
分
）
５

月
（
２
月
～
４
月
分
）

障
害
児
福
祉
手
当

◆
支
給
要
件

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
そ
の
児
童
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
５
月
～
７
月
分
）
11
月
（
８
月

～
10
月
分
）
２
月
（
11
月
～
１
月
分
）
５

月
（
２
月
～
４
月
分
）

　
各
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
個

別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

８
月
か
ら
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
の
算
定
区
分
要
件
が
変
わ
り
ま
す

◆
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
と
は

　
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
）
に
入
所
も
し
く
は
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
を
さ
れ
る
場
合
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
、
町
へ
申
請
し
、
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
居

住
費
・
食
費
の
自
己
負
担
が
軽
く
な
り
ま

す
。

◆
申
請
手
続
き

　
７
月
31
日
現
在
、
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は

す
で
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
、
新
た
に

申
請
を
す
る
方
は
福
祉
健
康
課
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

１
．
申
請
書

２
．�

金
融
機
関
な
ど
照
会
に
対
し
て
の
同

意
書

３
．
預
貯
金
や
有
価
証
券
な
ど
の
写
し

　
　
（
名
義
と
口
座
残
高
記
載
ペ
ー
ジ
）

負担が軽くなる条件

１．�世帯全員が市町村民税非課税であること。（同一世帯でない配偶者（事実婚を含む。）
も含む。）

２．�本人および配偶者（同一世帯か別世帯に関わらず）の預貯金などの資産が、単身で
１千万円（夫婦で２千万円）以下であること。

算定区分要件の変更点

前年の合計所得金額と課税年金収入額に加え、非課税年金（遺族年金、障害年金）を収入
として算定する。

無
礼
な
振
る
舞
い
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
だ

ん
だ
ん
頼
朝
か
ら
疎
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
寿じ

ゅ

永え
い

２
年
（
１
１
８
３
年
）、
廣

常
は
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
鎌
倉
で
殺

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
嫡
男
は
自
害
、
そ
の

他
一
族
も
処
罰
さ
れ
、
上
総
氏
は
所
領
を
没

収
さ
れ
没
落
し
ま
す
。

翌
年
、
生
前
に
廣
常
が
玉
前
神
社
に
奉
納

し
た
鎧
の
中
か
ら
頼
朝
の
武
運
長
久
を
祈
願

す
る
願が

ん
も
ん文
が
見
つ
か
り
、
廣
常
の
謀
反
の
疑

い
は
晴
れ
上
総
一
族
は
赦し

ゃ
め
ん免
さ
れ
ま
し
た
。

廣
常
の
居
館
は
玉た

ま
さ
き
の前
荘し

ょ
うに
あ
っ
た
と
い
わ

れ
、
高た

か
と
う
ざ
ん

藤
山
城じ

ょ
う（
一
宮
町
）
や
大

お
お
や
な
ぎ
の
や
か
た

柳
館
（
睦

沢
町
）
が
そ
の
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
明
確
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
高
藤
山
城
の
山
頂
に
は
江
戸
時
代
に
一

宮
藩
主
・
加
納
久ひ

さ

徴あ
き
らが
廣
常
の
武
功
を
称
え

て
建
立
し
た
「
古こ

せ
き蹟
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
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ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、「
一
宮
川
等
流
域
環
境
保
全
推

進
協
議
会
」、「
長
生
地
区
九
十
九
里
海
岸

ク
リ
ー
ン
対
策
協
議
会
」
お
よ
び
「
一
宮

川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
の
３
団
体
に
よ

る
清
掃
活
動
を
合
同
で
行
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
参
加
者
だ
け
で
な
く
、

応
援
な
ど
に
多
く
の
方
が
県
内
外
か
ら
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
き
れ
い
な
環
境
で

競
技
や
応
援
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
海
岸

の
ゴ
ミ
拾
い
と
堤
防
の
草
刈
り
を
住
民
の

方
々
と
一
宮
川
に
関
わ
る
企
業
や
各
種
団

体
、
関
係
市
町
村
職
員
で
行
い
ま
す
。

　
清
掃
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
町

民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
海
岸
の
清
掃
と
堤
防
の
草
刈
り

は
参
加
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
集
合
場

所
や
、受
付
方
法
を
十
分
に
確
認
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
　
予
備
日　
９
月
18
日
（
日
）

◆
参
加
方
法

海
岸
の
清
掃

◇
集
合
場
所　

一
宮
海
岸
北
側
有
料
駐
車
場

◇
受　
付　
当
日
、
集
合
場
所
で
受
付

◇�

そ
の
他　
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
は
主
催
者
で

用
意
し
ま
す
。

◇
主
催
団
体

・�

一
宮
川
等
流
域
環
境
保
全
推
進
協
議
会

・��

長
生
地
区
九
十
九
里
海
岸
ク
リ
ー
ン
対

策
協
議
会

川
の
堤
防
の
草
刈
り

◇�

集
合
場
所　
現
地
集
合
・
解
散
に
な
り

ま
す
。（
申
し
込
み
後
、
当
日
ま
で
に

集
合
場
所
を
連
絡
し
ま
す
。）

◇�

受
付　
８
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
事
業

課
に
事
前
申
し
込
み

◇�

そ
の
他　
堤
防
の
草
刈
り
は
、
草
刈
機

を
持
参
で
き
る
方
の
参
加
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

�

軍
手
と
草
刈
機
の
燃
料
は
主
催
者
で
用

意
し
ま
す
。
ま
た
、
草
刈
中
の
事
故
に

備
え
た
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

◇
主
催
団
体

・�

一
宮
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

■ 

申
込
み
・
問
合
せ　
す
ま
い
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
☎
�
１
０
５
５

■ 

問
合
せ　
事
業
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
事
業
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
事
業
課　
☎
�
１
４
３
０

臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

１
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！ 

認
知
症
介
護
交
流
会 
参
加
者
募
集

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
補
助
が
出
ま
す

省
エ
ネ
設
備
の
設
置
に
補
助
が
出
ま
す

自
然
を
守
ろ
う
!!
一
宮
海
岸
・
一
宮
川
堤
防
の
一
斉
清
掃

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　
消
費
税
の
増
税
に
伴
い
、
所
得
の
低
い

方
へ
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
平
成
28
年
度
分
の
町
民
税
が
課
税
さ
れ

な
い
方

◆
給
付
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

低
年
金
受
給
者
へ
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象

者
で
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

　
「
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
け
ど
こ
の
先

ど
う
な
る
の
か
」
と
悩
ん
で
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　
「
家
族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
」、「
ど

の
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
の
」
と
不
安
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
の
方
や
、
介
護
し
て
い
る
ご
家

族
の
不
安
や
戸
惑
い
、
介
護
負
担
が
少
し

で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
認
知
症
介
護
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
町

内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
お
借
り
し
て
、

　
現
在
使
用
し
て
い
る
汲
取
槽
や
単
独
処

理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
は
先
着
順
で
、
受
付
期
間
は
12
月

末
ま
で
で
す
。

※�

新
築
、
建
替
え
、
増
改
築
に
伴
う
合
併

浄
化
槽
の
設
置
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
額

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を

図
る
た
め
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
受
付
は
先
着
順
で
、
受
付
期
間
は
平
成

29
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

種　　類 補　助　額

太 陽 光 発 電 シ ス テ ム １kWあたり３万円
上限 10万５千円

家庭用燃料電池システム（エネファーム） 10万円

定置用リチウムイオン蓄電池システム 10万円

エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ） １万円

電 気 自 動 車 用 充 給 電 設 備 ５万円

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

※�

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
３
万
円
）
を
受

給
し
た
方
は
対
象
外
。

◆
給
付
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

○
申
請
方
法

　
８
月
末
頃
、
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ご
記
入
の

う
え
、
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
添

付
書
類
な
ど
は
同
封
の
ご
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
９
月
１
日
（
木
）

～
12
月
１
日
（
木
）

○
受
付
窓
口　
役
場
１
階
会
議
室

情
報
交
換
、
介
護
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
交
流
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
者　

�

町
内
在
住
で
、
現
在
認
知
症

の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
と
ご
本
人

◆
と　
き　
９
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
の
は
な

　
　
　
　
　
船
頭
給
２
４
９
－
１

※
施
設
見
学
も
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

申
請
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事

業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/kurashi/kankyo/m
izu/

jyokasohojyoi.htm
l

※�

着
工
前
の
申
請
に
な
り
ま
す
。
着
工
し

て
し
ま
っ
た
場
合
や
工
事
が
完
了
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ　
税
務
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

健
診
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！　
個
別
健
診
を
！

　
６
月
に
行
っ
た
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
12
月
末
ま
で
医
療
機
関

で
の
個
別
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
対
象
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
方
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
税
務
住
民
課
ま
た
は
福
祉
健

康
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

医
療
機
関
受
診
中
の
方
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
実
施
期
間　
12
月
28
日
（
水
）
ま
で

◆
自
己
負
担
額

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者　
　
　

２
千
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者　
　
　
無
料

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

・�

集
団
健
診
と
個
別
健
診
の
両
方
を
受
診

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

同
じ
年
度
内
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
た
方
は
、
こ
の
個
別
健
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
別
健
診
を
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

汲
取
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

種　
　
　
　
類

42
万
円

34
万
円

補
助
額

◆
補
助
要
件
（
主
な
内
容
）

・�

居
住
ま
た
は
居
住
を
予
定
し
て
い
る
町

内
の
住
宅
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
こ
と

・�

設
置
す
る
設
備
が
、
各
機
関
の
定
め
る

規
格
な
ど
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

・�

太
陽
光
電
池
の
公
称
最
大
出
力
ま
た
は

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
定
格
出

力
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
が
10 

kW
未

満
で
あ
る
こ
と

◆
補
助
対
象
者
（
主
な
内
容
）

・�

町
内
に
住
所
が
あ
る
方
（
設
置
完
了
時

に
住
民
登
録
す
る
場
合
を
含
む
）

・�

こ
の
補
助
金
を
初
め
て
受
け
る
方

・�

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
も
の

が
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
事
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◯
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

�http://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/m
achizukuri/207/5.htm

l

◯
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

　

�http://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/m
achizukuri/207/4.htm

l

※�

着
工
前
の
申
請
に
な
り
ま
す
。
着
工
し

て
し
ま
っ
た
場
合
や
工
事
が
完
了
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆補助額



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

広報 1011 Ichinomiya

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
１
４
２
７

芸
術
文
化
の
祭
典  

～
一
宮
町
総
合
文
化
祭
～

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
交
通
規
制
が
か
か
り
ま
す

　
芸
術
文
化
、
芸
能
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
、
総
合
文
化
祭
（
芸
能
と
音
楽
を
楽

し
む
会
・
文
化
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
文
化
祭
の
一
般
参
加
作
品

を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

芸
能
と
音
楽
を
楽
し
む
会

◆
と　
き　
10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
２
時

◆
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

文
化
祭

◆
と　
き　
11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

　
９
月
24
日
（
土
）
に
九
十
九
里
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
当
日

は
一
宮
海
岸
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
エ
ン
ト
リ
ー
や

～
文
化
祭
・
一
般
参
加
作
品
募
集
～

◆
参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤

◆
申
込
み
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
10
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
込
書
は
教
育
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。

◆
作
品
の
搬
入
・
搬
出

　
搬
入
：
11
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
正
午
～
午
後
８
時

　
搬
出
：
11
月
６
日
（
日
）
閉
会
式
後

■ 

問
合
せ　
税
務
住
民
課　
☎
�
２
１
１
４

軽
自
動
車
税
の
課
税
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

　
町
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で

に
登
録
さ
れ
た
９
人
分
の
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
）
延
べ

30
台
に
対
し
て
誤
っ
た
額
で
課
税
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
１
台
あ
た

り
８
０
０
円
か
ら
１
，
２
０
０
円
、
合
計

２
５
，
２
０
０
円
を
過
大
に
徴
収
し
て
い

ま
し
た
。

　
対
象
者
に
対
し
て
課
税
誤
り
に
つ
い
て

説
明
し
、
謝
罪
を
行
う
と
と
も
に
過
去
５

年
分
の
納
付
分
を
税
額
修
正
し
還
付
を
行

い
ま
し
た
。

　
納
税
者
お
よ
び
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
詫

び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
シ

ス
テ
ム
の
見
直
し
や
、
登
録
時
の
確
認
を

徹
底
し
て
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

◆
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.99t.jp

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

わ
か
り
や
す
い
予
算
説
明
書
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　
平
成
28
年
度
版
「
わ
か
り
や
す
い
予
算

説
明
書
（
町
で
は
今
年
こ
ん
な
仕
事
を
し

ま
す
）」
を
発
行
し
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
全
戸
配
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
経
費
節
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
今
年

度
か
ら
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
配
付
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
電
子
デ
ー
タ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
楽
し
く
安
全
な
遊
び
を
し
な
が
ら
、
保

育
所
で
は
お
子
さ
ま
の
成
長
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
、お
気
軽
に
希

望
す
る
保
育
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

映
画
会
・
誕
生
会
に

　
親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

映
画
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
9
月
14
日
（
水
）
原
保
育
所

　
　
『
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
の
防
火
訓
練
』
他

　
9
月
16
日
（
金
）
一
宮
保
育
所

　
　
『
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
』
他

誕
生
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
9
月
21
日
（
水
）
一
宮
保
育
所

　
9
月
29
日
（
木
）
原
保
育
所

※
要
予
約

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
の
庭
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
す
べ

り
台
・
ぶ
ら
ん
こ
・
ボ
ー
ル
や
砂
場
遊
び

玩
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
天
気
の
良
い

日
は
体
操（
10
時
前
後
）も
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

◆
と　
き　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
予
約
不
要

親
子
で
遊
び
ま
せ
ん
か
♪

原
保
育
所
親
子
教
室
「
ひ
よ
こ
組
」

育
児
・
栄
養
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

そ
う
だ
ん
ご
と

お

知

ら

せ

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

町
立
保
育
所
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

人  

権  

行  

政  

相  

談

◆
と　
き　
９
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

◆
と　
き　
９
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
要
予
約　
一
人
20
分

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

ぜ
ひ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
9
月
6
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
『
は
し
っ
て
・
く
ぐ
っ
て
・
ジ
ャ
ン
プ
!!
』

　
9
月
27
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
『
新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う
』

◆
と
こ
ろ　
原
保
育
所

※
要
予
約

※
駐
車
場
10
台
可
能

※�

お
申
し
込
み
は
前
日
ま
で
に
原
保
育
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。
保
育
所
入
所
前
の

お
子
さ
ま
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

子
育
て
相
談
室
「
コ
ア
ラ
組
」

◆
と　
き　
９
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
一
宮
保
育
所

※�

要
予
約

絵
本
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
絵
本
の
貸
出
を
し
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
絵
本
が
大
好
き
で
す
。
絵

本
は
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
小
さ
い
頃
に
見
た
絵
本
は
一
生

の
宝
物
。

【
９
月
の
テ
ー
マ
】「
あ
き
っ
て
ど
ん
な
色
」

～
さ
わ
さ
わ
・
は
ら
は
ら
・
こ
ろ
こ
ろ
…

夏
か
ら
秋
に
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
～

　
お
月
さ
ま・秋
ま
つ
り・稲
刈
り
…
ま
っ

た
り
と
し
た
秋
っ
て
ど
ん
な
色
？

　
ぜ
ひ
、保
育
所
に
探
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　
各
保
育
所
玄
関
ホ
ー
ル

※
予
約
不
要

　
在
宅
の
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

「
お
お
ぞ
ら
」
は
愛
光
保
育
園
内
に
あ
る

子
育
て
支
援
館
で
す
。
お
弁
当
も
食
べ
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
月
～
金
曜
日　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
正
午
～
午
後
1
時　

食

事
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。）

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
要
予
約
）

※
予
約
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
英
語
で
遊
ぼ
う
（
６
ヶ
月
以
上
）

　
9
月
7
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

　
　
持
ち
物　
飲
み
物

○
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
１
歳
以
上
）

　
9
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

　
　
持
ち
物　
飲
み
物

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
４
２
４

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
一
宮
保
育
所　
　
☎
�
３
２
１
１

　
原
保
育
所　
　
　
☎
�
２
５
１
４

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
所
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

町  

長  

室  

開  

放  

日

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言・要
望・意
見
な
ど「
生

の
声
」を
直
接
、町
長
が
お
聴
き
し
ま
す
。

◆
と　
き　
９
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
要
予
約　
一
人
30
分

【
問
合
せ
】

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
２
１
１
３

128

128

128

30

228

一宮町役場

飯
岡
一
ノ
宮
線

JR上総一ノ宮駅

JR東浪見駅

新一宮大橋

新一宮橋

中之橋

九
十
九
里
一
宮
大
原
自
転
車
道

　　　：通行止
　　　（10：00〜17：00）
　　　：車両通行制限
　　　　※協力依頼
　　　（10：00〜17：30）
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不
妊
治
療
と
上
手
に
つ
き

あ
う
た
め
の
基
礎
知
識

無
料
相
談
し
ま
す

今
年
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
や
っ
て
き
た

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

早

め

の

更

新

を

犬
・
猫
の
不
妊
、
去
勢

手
術
を
助
成
し
ま
す

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

資
格
有
効
期
限
が
平
成
29
年
３
月
31
日
の

方
は
、登
録
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
資
格
を

喪
失
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
９
月
１
日
（
木
）
～
９
月
14
日
（
水
）

◆
申
請
書
類　
登
録
住
所
へ
郵
送

◆
更
新
講
習
会
受
講
日

　
11
月
10
日
（
木
）・
16
日
（
水
）

※
い
ず
れ
か
１
日

◆
更
新
講
習
会
会
場

　
千
葉
市
民
会
館

　
（
千
葉
市
中
央
区
要
町
１
－
１
）

【
問
合
せ
】

　
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局

　
（
千
葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
）

　
☎
０
４
３
（
２
４
５
）
６
１
１
２

　

�

詳
し
く
は
、
千
葉
県
下
水
道
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.jsw

a-chiba.jp/

　
犬
・
猫
の
不
妊
、
去
勢
手
術
の
一
部
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・�

応
募
多
数
の
た
め
、
助
成
は
抽
選
で
決

ま
り
ま
す
。

・�

一
世
帯
あ
た
り
１
頭
の
み
応
募
可

◆
助
成
対
象

　
（
公
社
）
千
葉
県
住
医
師
会
の
会
員
動

物
病
院
で
、
年
内
に
手
術
可
能
な
犬
・
猫

約
８
０
０
頭

飼
い
犬

　
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で

い
て
、
登
録
が
さ
れ
て
い
る
手
術
可
能
な

オ
ス
・
メ
ス

飼
い
猫

　
手
術
可
能
な
オ
ス
・
メ
ス

◆
助
成
金
額

・�

手
術
費
用
の
５
千
円
が
割
引

・�

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
場
合

は
、手
術
費
用
の
６
千
円
が
割
引

◆
応
募
方
法

　
役
場
事
業
課
で
申
込
み
は
が
き
を
配
布

し
ま
す
。

◆
応
募
期
間　
９
月
20
日
～
９
月
26
日

※
消
印
有
効

【
問
合
せ
】

　
公
益
社
団
法
人　
千
葉
県
獣
医
師
会

　
☎
０
４
３
（
２
３
２
）
６
９
８
０

　

�

公
益
財
団
法
人　
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

　
☎
０
４
３
（
２
１
４
）
７
８
１
４

　
不
妊
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
10
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ

　
長
生
合
同
庁
舎　
４
階
大
会
議
室

　
行
政
書
士
会
長
夷
支
部
で
は
左
記
の
と

お
り
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
と　
き　
９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
講
義
室

※
予
約
不
要

◆
相
談
内
容　

�
遺
言
、
相
続
、
金
銭
、
離
婚

な
ど

【
問
合
せ
】

　
行
政
書
士
会
長
夷
支
部
・
二
階
堂

　
☎
�
４
６
２
２

　
６
月
11
日
、
一
宮
海
水
浴
場
で
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
の
今
年
初
上
陸
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
１
週
間
後
の
18
日
の
上
陸
で
は
、
今
年

初
の
産
卵
を
確
認
し
、７
月
４
日
現
在
で
、

5
ヶ
所
で
産
卵
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
産

卵
場
所
に
は
囲
い
を
し
て
見
守
り
な
が
ら

調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
上
陸
産
卵
は
8
月
ま
で
、
子
ガ

メ
が
誕
生
し
て
海
へ
旅
立
つ
の
は
10
月
ま

で
に
な
り
ま
す
。
死
骸
の
漂
着
に
つ
い
て

は
２
件
で
、
調
査
団
体
（
エ
ル
ナ
）
に
よ

り
オ
ス
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
メ
ス
の
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
で
ど
ち
ら
も
未
成
熟
個
体
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

☆�

一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会
で
は
ウ
ミ

ガ
メ
に
関
す
る
情
報
や
調
査
に
協
力
し

て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会

　
☎
０
９
０
（
１
８
０
７
）
７
１
３
９

　
kam

eakem
i777@

yahoo.co.jp

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則

ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉 法人一宮町 社会福祉 協議 会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）34395

私たちは、一宮町社会福祉協議会で行っている配食サービス事業（高齢者宅へのお弁当を作って
配達）のお弁当作りを行っているボランティアグループです。
平成 10年８月から中央公民館の調理室で活動を始めました。
結成当初からメンバーの入れ替えはあるものの現在 10人で活動を行っています。
お弁当作りをするにあたっては、「今度のメニューは何にしようか。」、「だんだん暑くなってくる

し、食欲も落ちるからね。」、「この季節、薬味を効かせたり、さっぱりしたものがいいんじゃないの。」
などと話し合いながら、それぞれが長年の主婦の経験を活かし、季節感もありながら、食欲の湧く
ようなお弁当作りを目指しています。
特に配食サービスを利用されている皆さんは、高齢者の独り暮らしや高齢者世帯なので、年齢と

ともに食事も簡素になりがちかもしれません。
そこで、他の人が作る食事をとることで日頃、自分では買わないような食材が使われている料理

を食べることが食事の楽しみにつながったり、自分では作らないようなメニューを口にすることで
タンパク質やカルシウムなど不足しがちな栄養素を補ってもらえるのではないかと思っています。
健康のためには、食事と運動は欠かせないものです。
食欲を増進させて健全な食生活を守り、丈夫な体を作ることが、健康長寿につながると思います。
配食サービスを利用される皆さんの健康づくりの一端を食事づくりからお手伝いできるように、

今後もこの活動を頑張っていきたいと思っています。
調理をするのが好きな方、ぜひ一緒に活動してみませんか。

第 3 回一宮町ボランティア福祉フェスティバル
◆と　き　10月 1日（土）　午前 9時 45分～午後 2時
◆ところ　保健センター、保健センター前駐車場

楽しい催しがい～っぱい！！皆さんのご来場をお待ちしています。

み ず ほ 会
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登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則

　
（
茂
原
市
茂
原
１
１
０
２
－
１
）

◆
対
象
者

　
不
妊
に
悩
む
方
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
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〈作り方〉
①　人参は細いせん切り、にんにくはすりおろす。
②　�サニーレタス、ミニトマトは洗って水気を切り、サニーレ

タスは食べやすい大きさにちぎる。
③　�ボールにAの材料を全て入れ、よくこね、４等分し、ハン

バーグの型に整える。
④　�フライパンに油を熱し③のハンバーグを並べ、ふたをして

焼く。片面に良い焼き色がついたら返して焼く。焦がさず
に火が通るように火加減に注意する。

⑤　皿にサニーレタス、ミニトマトを添え、ハンバーグを盛る。

保健センター ※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせください。

【問合せ】  福祉健康課  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事9月
名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

マタニティ教室（第１回目） 1 日（木） 受付 13：15 〜 13：30 妊婦およびその家族

保

健

セ

ン

タ

ー

マタニティ教室（第２回目） 8 日（木） 受付 9：45 〜 10：00 妊婦およびその家族

育児相談（予約制） 9 日 （金） 9 ：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

食 生 活 改 善 会
地 区 伝 達 料 理 講 習 会 14 日 （水）

受付 9：20 〜 9 ：30 町内在住の希望者
※お問い合わせください

マタニティ教室（第３回目） 受付 13：15 〜 13：30 妊婦及びその家族

親 子 ふ れ あ い 教 室 15 日 （木）
9 ： 30 〜 10 ： 30 あそびの教室

1歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10 ： 45 〜 11 ： 45 あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

2 歳 児 歯 科 健 診
16 日 （金）

受付 13：00〜 13：15 平成 26 年 6月生まれ

3 歳 児 健 診 受付 13：15〜 14：00 平成 25 年 4月～ 6月生まれ

乳 児 相 談 28 日 （水） 受付 13：15 〜 14：00
4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児
※7ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

あ そ び の 広 場

2 日 （金） ・ 5 日 （月） ・ 7 日 （水）
12 日 （月） ・ 13 日 （火） ・ 14 日 （水）
21 日 （水） ・ 23 日 （金） ・ 26 日 （月）
27 日 （火） ・ 29 日 （木） ・ 30 日 （金）

9 ：30 〜 12：00
13：00 〜 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
7 日（水）11：00~11：30　ボランティア「赤とんぼ」
13 日（火）10：30~11 ： 30　ボランティア「ゆりかご」

け ん こ う 運 動 教 室

5 日 （月）

受付 13：15 〜 13：30

65 歳以上の希望者（物づくり体験）

保健センター15 日 （木） 〃 （ワハハ！時間）

27 日 （火） 〃 （筋力アップ体操）

東浪見けんこう運動教室
7 日 （水）

受付 9：45 〜 10：00
65 歳以上の希望者（筋力アップ体操）東 浪 見

コミュニティ
セ ン タ ー

30 日 （金） 〃 （元気アップ体操）

【今月の検診】

肺がん（喀
かくたん
痰）検診

6 日 （火）

受付 8：45～ 10：00

検診の通知は 40歳以上の方で
①�今年度胸部レントゲン検診質問項目
で喫煙指数（１日喫煙本数×年数）
が 600 以上の方

②昨年の喀痰検診を受診した方
に送付します。詳細は、保健センター
までお問い合わせください。

７日 （水）

人参と挽肉が同量入り、パン粉も使わずヘルシーなハンバー
グです。ソースを練りこんであるので、何もかけずに食べ
られます。人参をなるべく細いせん切りにすることがポイ
ントですので、大変だったらスライサーやせん切り器を使っ
てもいいですね。
夏休みにぜひチャレンジしてみてください！

　幼児期のお子さんの死亡原因の第 1 位は「不慮の事故」です。子どもの事故の内容は年齢に
よって特徴がありますが、多くの事故は、家族などの周りの人の注意や環境づくりによって防
ぐことができるものです。
　下の表は、幼児期に起こりやすい事故と、その予防について書かれています。家の中を再点
検し、事故防止に努めましょう。

引用：厚生労働省　健やか親子 21パンフレット
　また、保健センターでは、お子さんの救命救急講座を開催します。お子さんの突然の病気や
事故のときの対応について学びます。皆さんのご参加をお待ちしています。
◆と　き　10月７日（金）午前 10時～午前 11時 30分 ( 前日までにお申し込みください )
◆ところ　保健センター　【申込み・問合せ】保健センター（40-1055）

  お子さんの事故に気をつけましょう  
保健センターだより

一宮町食生活改善会

〈材料〉　　　〈４人分〉
　合挽き肉　　　　300g
　人参　　　　　　300g
　にんにく　　　　１かけ
　ウスターソース　大さじ 1
　小麦粉　　　　　大さじ２
　塩　　　　　　小さじ 1/2
サラダ油　　　　　大さじ１
サニーレタス　　　適宜
ミニトマト　　　　８個

８ 月 の レ シ ピ
人参バーグ

1 人分  232 キロカロリー

A



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休：�休日当番医（9：00 〜 17：00）※ 変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ

するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。
（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）
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今月の納期
期日までに納めましょう。 プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000

直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

☎（24）1010 （茂原消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00
※20：00 前の急病などは、消防本部☎（24）0119 へ

夜間急病診療テレフォン案内  ☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

こども急病電話相談

夜間急病診療所

国民健康保険税（第３期）
介 護 保 険 料（第３期）
後期高齢者医療保険料（第３期）

9月30日（金）

いちのみや
広報カレンダー 2016

いちのみや 99
※ カレンダーは 9 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 燃 え る

ゴ 　 ミ
人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」
上総国一宮まつり

4 5 6 7 8 9 10 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 藤島クリニック
☎（47）3056

親子教室「ひよこ組」 町長室開放日

11 12 13 14 15 16 17 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 清水医院
☎（42）2950

上総十二社祭り 定例議会 一宮海岸清掃
一宮川堤防の草刈作業

18 19 20 21 22 23 24 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 睦沢診療所
☎（44）2236

休 秋場医院
☎（42）3323

法律相談

休 長生診療所
☎（32）3303

九十九里トライアスロン

25 26 27 28 29 30

休 長生八積医院
☎（32）3282

親子教室「ひよこ組」 心配ごと相談

３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

２コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
粗大ゴミ

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休 町の図書室休 町の図書室休

１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

３コース
資源ゴミ


